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(57)【要約】
　内視鏡装置は、撮像部と、映像信号生成部と、照明部
と、光量検出部と、撮像制御部と、照明制御部とを有す
る。複数の画素が配置された撮像領域は、スキャン領域
を含む。前記撮像制御部は、光量が所定量未満である場
合、前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された前
記画素の露光期間の少なくとも一部が重なるように前記
撮像部を制御する。前記照明制御部は、前記光量が所定
量未満である場合、前記スキャン領域の少なくとも一部
に配置された前記画素の前記露光期間の少なくとも一部
が重なる期間に光源が点灯するように前記照明部を制御
する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像し、撮像信号を生成する撮像部と、
　前記撮像信号から映像信号を生成する映像信号生成部と、
　前記被写体に照射される照明光を発生する光源を有する照明部と、
　前記撮像部が配置された場所の光量を検出する光量検出部と、
　前記撮像部を制御する撮像制御部と、
　前記照明部を制御する照明制御部と、
　を有し、
　前記撮像部は、行列状に配置された複数の画素を有し、
　前記複数の画素が配置された撮像領域は、スキャン領域を含み、
　前記スキャン領域において各々の行の前記画素の少なくとも一部から前記撮像信号が読
み出され、
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が所定量未満である場
合、前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された前記画素の露光期間の少なくとも一
部が重なるように前記撮像部を制御し、
　前記照明制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満であ
る場合、前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された前記画素の前記露光期間の少な
くとも一部が重なる期間に前記光源が点灯するように前記照明部を制御する
　内視鏡装置。
【請求項２】
　前記光量検出部は、前記複数の画素の少なくとも一部である請求項１に記載の内視鏡装
置。
【請求項３】
　前記光量検出部は、前記撮像部とは独立して設けられたデバイスである請求項１に記載
の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記撮像制御部は、前記光量検出部を構成する各画素に対応する映像信号の信号値の合
計を前記所定量と比較する請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満であ
る場合、前記画素の露光時間を第１の時間に設定し、
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上であ
る場合、前記画素の前記露光時間を前記第１の時間よりも短い第２の時間に設定する
　請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上であ
る場合、前記画素の前記露光時間を前記光量に応じた時間に設定する請求項５に記載の内
視鏡装置。
【請求項７】
　前記撮像制御部は、第１のフレーム期間において前記光量検出部によって検出された前
記光量が前記所定量未満である場合、第２のフレーム期間において、前記スキャン領域の
少なくとも一部に配置された前記画素の露光期間の少なくとも一部が重なるように前記撮
像部を制御し、
　前記第１のフレーム期間と前記第２のフレーム期間とは、連続するフレーム期間である
　請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項８】
　前記照明制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上であ
る場合、前記光源が消灯するように前記照明部を制御する請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項９】
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　フレーム期間において第１の走査と第２の走査とが行われ、
　前記撮像制御部は、前記第１の走査における前記スキャン領域と、前記第２の走査にお
ける前記スキャン領域との各々を前記撮像部に設定し、
　前記光量検出部は、複数行の少なくとも１つに配置された前記画素であり、
　前記光量検出部を構成する前記画素は、前記第１の走査における前記スキャン領域を構
成し、
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満であ
る場合、前記第２の走査における前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された前記画
素の露光期間の少なくとも一部が重なるように前記撮像部を制御する
　請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項１０】
　前記撮像領域に配置された全ての前記画素は、前記第２の走査における前記スキャン領
域を構成する請求項９に記載の内視鏡装置。
【請求項１１】
　前記撮像制御部は、前記第１の走査における前記スキャン領域の前記画素の露光時間を
第１の時間に設定し、
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満であ
る場合、前記第２の走査における前記スキャン領域の前記画素の前記露光時間を前記第１
の時間よりも長い第２の時間に設定する
　請求項９に記載の内視鏡装置。
【請求項１２】
　前記照明制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上であ
る場合、前記第２の走査において前記光源が消灯するように前記照明部を制御し、
　前記撮像制御部は、前記第２の走査において、前記撮像領域に配置された一部の列の前
記画素のみから前記撮像信号が読み出されるように前記撮像部を制御する
　請求項１０に記載の内視鏡装置。
【請求項１３】
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満であ
る場合、前記第２の走査における前記スキャン領域の前記画素の露光時間を第１の時間に
設定し、
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上であ
る場合、前記第２の走査における前記スキャン領域の前記画素の前記露光時間を前記第１
の時間よりも短い第２の時間に設定し、
　前記照明制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上であ
る場合、前記第２の走査において前記光源が消灯するように前記照明部を制御する
　請求項９に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置に関する。
　本願は、２０１５年１０月１６日に日本に出願された特願２０１５－２０４４９６号に
基づき優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡が取得した被写体の画像に基づいて被写体に対して３次元計測を行う内視鏡装置
が使用されている。例えば、互いに視差を有する２つの画像に基づいてステレオ計測を行
う内視鏡装置が特許文献１に開示されている。特許文献１に開示された内視鏡装置では、
リアルタイムに取得される２つの画像の一方の指定された位置における被写体までの距離
がリアルタイムに表示される。
【０００３】
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　内視鏡装置に使用される撮像素子の一般的な駆動方法としてローリングシャッタがある
。撮像素子は、行列状に配置された複数の画素を有する。ローリングシャッタでは、撮像
信号の生成と読み出しとが複数の画素の配列における行毎に行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】日本国特開２００６－３２５７４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　観察または計測の対象である被写体が動体である場合がある。例えば、タービンおよび
エンジンは、回転体を含む。ローリングシャッタでは、各行の画素の動作に時間差がある
。このため、動体である被写体の画像において被写体の歪みが発生する場合がある。内視
鏡装置のユーザは、不自然な歪みを有する画像を観察することにより、被写体の状態を正
確に把握できない可能性がある。また、内視鏡装置は、不自然な歪みを有する画像に基づ
いて３次元計測を行うことにより、正確な計測結果を取得できない可能性がある。
【０００６】
　上記の事情に鑑み、本発明は、被写体の歪みが低減された画像を取得することができる
内視鏡装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１の態様によれば、内視鏡装置は、撮像部と、映像信号生成部と、照明部と
、光量検出部と、撮像制御部と、照明制御部とを有する。前記撮像部は、被写体を撮像し
、撮像信号を生成する。前記映像信号生成部は、前記撮像信号から映像信号を生成する。
前記照明部は、前記被写体に照射される照明光を発生する光源を有する。前記光量検出部
は、前記撮像部が配置された場所の光量を検出する。前記撮像制御部は、前記撮像部を制
御する。前記照明制御部は、前記照明部を制御する。前記撮像部は、行列状に配置された
複数の画素を有する。前記複数の画素が配置された撮像領域は、スキャン領域を含む。前
記スキャン領域において各々の行の前記画素の少なくとも一部から前記撮像信号が読み出
される。前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が所定量未満で
ある場合、前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された前記画素の露光期間の少なく
とも一部が重なるように前記撮像部を制御する。前記照明制御部は、前記光量検出部によ
って検出された前記光量が前記所定量未満である場合、前記スキャン領域の少なくとも一
部に配置された前記画素の前記露光期間の少なくとも一部が重なる期間に前記光源が点灯
するように前記照明部を制御する。
【０００８】
　本発明の第２の態様によれば、第１の態様において、前記光量検出部は、前記複数の画
素の少なくとも一部であってもよい。
【０００９】
　本発明の第３の態様によれば、第１の態様において、前記光量検出部は、前記撮像部と
は独立して設けられたデバイスであってもよい。
【００１０】
　本発明の第４の態様によれば、第２の態様において、前記撮像制御部は、前記光量検出
部を構成する各画素に対応する映像信号の信号値の合計を前記所定量と比較してもよい。
【００１１】
　本発明の第５の態様によれば、第１の態様において、前記撮像制御部は、前記光量検出
部によって検出された前記光量が前記所定量未満である場合、前記画素の露光時間を第１
の時間に設定してもよい。前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光
量が前記所定量以上である場合、前記画素の前記露光時間を前記第１の時間よりも短い第
２の時間に設定してもよい。
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【００１２】
　本発明の第６の態様によれば、第５の態様において、前記撮像制御部は、前記光量検出
部によって検出された前記光量が前記所定量以上である場合、前記画素の前記露光時間を
前記光量に応じた時間に設定してもよい。
【００１３】
　本発明の第７の態様によれば、第１の態様において、前記撮像制御部は、第１のフレー
ム期間において前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満である場合
、第２のフレーム期間において、前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された前記画
素の露光期間の少なくとも一部が重なるように前記撮像部を制御してもよい。前記第１の
フレーム期間と前記第２のフレーム期間とは、連続するフレーム期間であってもよい。
【００１４】
　本発明の第８の態様によれば、第１の態様において、前記照明制御部は、前記光量検出
部によって検出された前記光量が前記所定量以上である場合、前記光源が消灯するように
前記照明部を制御してもよい。
【００１５】
　本発明の第９の態様によれば、第１の態様において、フレーム期間において第１の走査
と第２の走査とが行われてもよい。前記撮像制御部は、前記第１の走査における前記スキ
ャン領域と、前記第２の走査における前記スキャン領域との各々を前記撮像部に設定して
もよい。前記光量検出部は、複数行の少なくとも１つに配置された前記画素であってもよ
い。前記光量検出部を構成する前記画素は、前記第１の走査における前記スキャン領域を
構成してもよい。前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記
所定量未満である場合、前記第２の走査における前記スキャン領域の少なくとも一部に配
置された前記画素の露光期間の少なくとも一部が重なるように前記撮像部を制御してもよ
い。
【００１６】
　本発明の第１０の態様によれば、第９の態様において、前記撮像領域に配置された全て
の前記画素は、前記第２の走査における前記スキャン領域を構成してもよい。
【００１７】
　本発明の第１１の態様によれば、第９の態様において、前記撮像制御部は、前記第１の
走査における前記スキャン領域の前記画素の露光時間を第１の時間に設定してもよい。前
記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満である場
合、前記第２の走査における前記スキャン領域の前記画素の前記露光時間を前記第１の時
間よりも長い第２の時間に設定してもよい。
【００１８】
　本発明の第１２の態様によれば、第１０の態様において、前記照明制御部は、前記光量
検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上である場合、前記第２の走査におい
て前記光源が消灯するように前記照明部を制御してもよい。前記撮像制御部は、前記第２
の走査において、前記撮像領域に配置された一部の列の前記画素のみから前記撮像信号が
読み出されるように前記撮像部を制御してもよい。
【００１９】
　本発明の第１３の態様によれば、第９の態様において、前記撮像制御部は、前記光量検
出部によって検出された前記光量が前記所定量未満である場合、前記第２の走査における
前記スキャン領域の前記画素の露光時間を第１の時間に設定してもよい。前記撮像制御部
は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上である場合、前記第２
の走査における前記スキャン領域の前記画素の前記露光時間を前記第１の時間よりも短い
第２の時間に設定してもよい。前記照明制御部は、前記光量検出部によって検出された前
記光量が前記所定量以上である場合、前記第２の走査において前記光源が消灯するように
前記照明部を制御してもよい。
【発明の効果】
【００２０】
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　上記の各態様によれば、被写体の歪みが低減された画像を取得することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１の実施形態による内視鏡装置の全体構成を示す斜視図である。
【図２】本発明の第１の実施形態による内視鏡装置の内部構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態による内視鏡装置の主要な機能に関する構成を示すブロ
ック図である。
【図４】本発明の第１の実施形態による内視鏡装置における撮像素子の構成を示すブロッ
ク図である。
【図５】本発明の第１の実施形態による内視鏡装置における画素の構成を示す回路図であ
る。
【図６】本発明の第１の実施形態による内視鏡装置の動作を示すタイミングチャートであ
る。
【図７】本発明の第１の実施形態による内視鏡装置の動作を示すタイミングチャートであ
る。
【図８】本発明の第１の実施形態による内視鏡装置の動作の手順を示すフローチャートで
ある。
【図９】本発明の第１の実施形態による内視鏡装置の動作を示すタイミングチャートであ
る。
【図１０】本発明の第１の実施形態による内視鏡装置の動作を示すタイミングチャートで
ある。
【図１１】本発明の第１の実施形態による内視鏡装置の動作を示すタイミングチャートで
ある。
【図１２】本発明の第１の実施形態による内視鏡装置の動作を示すタイミングチャートで
ある。
【図１３】本発明の第１の実施形態による内視鏡装置の動作を示すタイミングチャートで
ある。
【図１４】本発明の第２の実施形態による内視鏡装置の主要な機能に関する構成を示すブ
ロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　（第１の実施形態）
　図１は、本発明の第１の実施形態による内視鏡装置１の全体構成を示している。図２は
、内視鏡装置１の内部構成を示している。図１に示すように、内視鏡装置１は、内視鏡２
と、装置本体３とを有する。内視鏡２は、細長な挿入部２０と、ユーザが装置全体の制御
に必要な操作を行うための操作部６とを有する。装置本体３は、内視鏡２に接続されてい
る。装置本体３は、モニタ４と、筐体５とを有する。モニタ４は、内視鏡２で撮像された
被写体の画像および操作メニュー等を表示する。筐体５は、内部に制御ユニット１０（図
２参照）を有する。
【００２３】
　挿入部２０は、被検体の内部に挿入される。挿入部２０は、硬質な先端部２１と、湾曲
可能な湾曲部２２と、柔軟性を有する可撓管部２３とを有する。挿入部２０において先端
側に先端部２１が配置されている。挿入部２０において本体側に可撓管部２３が配置され
ている。先端部２１と可撓管部２３との間に湾曲部２２が配置されている。先端部２１に
は、被写体像を結像するための光学アダプタが着脱可能である。
【００２４】
　図２に示すように、先端部２１は、撮像素子２８と照明部２９とを有する。撮像素子２
８は、光学アダプタを介して結像された被写体像を光電変換し、撮像信号を生成する。例
えば、撮像素子２８は、ＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄ
ｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）イメージセンサである。撮像素子２８は、行列状に配
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置された複数の画素を有する。複数の画素の動作は、複数の画素の配列における行毎に制
御される。
【００２５】
　照明部２９は、被写体に照射される照明光を発生する光源を有する。例えば、光源はＬ
ＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）である。照明部２９が筐体５内に配
置され、かつ照明部２９が発生した照明光がライトガイドによって先端部２１に導かれて
もよい。
【００２６】
　筐体５は、内視鏡ユニット８と、ＣＣＵ（カメラコントロールユニット）９と、制御ユ
ニット１０とを有する。内視鏡ユニット８は、照明部２９の光源を駆動する光源駆動装置
と、湾曲部２２を湾曲させる湾曲装置とを有する。ＣＣＵ９は、撮像素子２８を駆動する
。撮像素子２８から出力された撮像信号がＣＣＵ９に入力される。ＣＣＵ９は、撮像素子
２８により取得された撮像信号に対して、増幅およびノイズ除去等を含む前処理を行う。
ＣＣＵ９は、前処理が行われた撮像信号をＮＴＳＣ信号等の映像信号に変換する。
【００２７】
　制御ユニット１０は、映像信号処理回路１２と、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ）１３と、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１４と、カード
インタフェース１５と、外部機器インタフェース１６と、制御インタフェース１７と、Ｃ
ＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１８とを有する。
【００２８】
　映像信号処理回路１２は、ＣＣＵ９から出力された映像信号に対して、所定の映像処理
を施す。例えば、映像信号処理回路１２は、ＣＣＵ９から出力された映像信号と、ＣＰＵ
１８によって生成される操作画面の画像または計測情報とを合成する。映像信号処理回路
１２は、合成された映像信号をモニタ４に出力する。
【００２９】
　ＲＯＭ１３は、ＣＰＵ１８が内視鏡装置１の動作を制御するためのプログラムが記録さ
れた不揮発性の記録媒体である。ＲＡＭ１４は、ＣＰＵ１８が内視鏡装置１の制御のため
に使用する情報を一時的に記憶する揮発性の記録媒体である。ＣＰＵ１８は、ＲＯＭ１３
に記録されたプログラムに基づいて内視鏡装置１の動作を制御する。ＣＰＵ１８は、ＣＣ
Ｕ９を介さずに撮像素子２８を駆動してもよい。
【００３０】
　着脱可能な記録媒体であるメモリカード３２がカードインタフェース１５に接続される
。カードインタフェース１５は、メモリカード３２に記憶されている制御処理情報および
画像情報等を制御ユニット１０に取り込む。また、カードインタフェース１５は、内視鏡
装置１によって生成された制御処理情報および画像情報等をメモリカード３２に記録する
。
【００３１】
　ＵＳＢ機器等の外部機器が外部機器インタフェース１６に接続される。例えば、パーソ
ナルコンピュータ３１が外部機器インタフェース１６に接続される。外部機器インタフェ
ース１６は、パーソナルコンピュータ３１への情報の送信とパーソナルコンピュータ３１
からの情報の受信とを行う。これによって、パーソナルコンピュータ３１のモニタが情報
を表示することができる。また、ユーザがパーソナルコンピュータ３１を介して、内視鏡
装置１の制御に関する操作を行うことができる。
【００３２】
　制御インタフェース１７は、操作部６、内視鏡ユニット８、およびＣＣＵ９と動作制御
のための通信を行う。制御インタフェース１７は、操作部６を介してユーザによって入力
された指示をＣＰＵ１８に通知する。制御インタフェース１７は、照明部２９の制御のた
めの制御信号を内視鏡ユニット８に出力する。制御インタフェース１７は、撮像素子２８
の制御のための制御信号をＣＣＵ９に出力する。ＣＰＵ１８がＣＣＵ９を介さずに撮像素
子２８を制御する場合、制御インタフェース１７は、撮像素子２８の制御のための制御信
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号を撮像素子２８に出力する。
【００３３】
　図３は、内視鏡装置１の主要な機能に関する構成を示している。図３に示すように、内
視鏡装置１は、モニタ４（表示部）と、操作部６と、撮像素子２８（撮像部）と、ＬＥＤ
２９ａと、ＬＥＤ２９ｂと、映像信号生成部４１と、操作検出部４２と、グラフィック画
像生成部４３と、計測処理部４４と、照明制御部４６と、制御部４７（撮像制御部）と、
ＬＥＤ駆動部４８ａと、ＬＥＤ駆動部４８ｂと、信号合成部４９とを有する。
【００３４】
　撮像素子２８は、光量検出部２８ａを有する。光量検出部２８ａは、撮像素子２８が有
する複数の画素の少なくとも一部である。光量検出部２８ａは、撮像素子２８が配置され
た場所（環境）の光量を検出する。つまり、光量検出部２８ａは、被写体からの光を含む
撮像素子２８の周囲の光量を検出する。
【００３５】
　照明部２９は、光源であるＬＥＤ２９ａとＬＥＤ２９ｂとを有する。ＬＥＤ２９ａは、
観察用およびステレオ計測用の光源である。例えば、ＬＥＤ２９ｂは、被写体に模様を投
影するための光源である。ステレオ計測では、視差を有する２つの画像の対応位置を検出
するマッチング処理が行われる。被写体の表面に特徴が少ない場合、マッチング処理の精
度が低下しやすい。被写体に模様を投影することにより、マッチング処理の精度が向上す
る。ＬＥＤ２９ｂは、被写体に縞を投影するための光源であってもよい。内視鏡装置１は
、位相シフト法により３次元計測を行ってもよい。位相シフト法では、平行な縞からなる
パターンが被写体の表面に投射される。縞の位置は、時間的に変化する。被写体像の各画
素の輝度の変化に基づいて３次元計測が行われる。
【００３６】
　照明部２９の光源は、ＬＥＤ以外の光源であってもよい。照明部２９は、１つのみまた
は３つ以上の光源を有してもよい。
【００３７】
　映像信号生成部４１は、ＣＣＵ９の機能に対応する。映像信号生成部４１は、撮像素子
２８から出力された撮像信号から映像信号を生成する。映像信号生成部４１は、撮像信号
に対して、増幅およびノイズ除去等を含む前処理を行い、かつ撮像信号を映像信号に変換
する。
【００３８】
　操作検出部４２と、グラフィック画像生成部４３と、計測処理部４４と、照明制御部４
６と、制御部４７とは、ＣＰＵ１８の機能に対応する。操作検出部４２は、ユーザによる
操作部６の操作を検出する。操作検出部４２は、操作内容に応じて、モニタ４の画面上に
表示される照準の表示位置を設定する。照準は、計測点の位置を示す。ユーザは、操作部
６を操作することにより、画面内で照準を移動させることができる。
【００３９】
　グラフィック画像生成部４３は、モニタ４の画面上に表示される操作メニューと計測情
報とに対応するグラフィック画像信号を生成する。計測情報は、照準の画像と計測結果と
を含む。上記のように、画面内における照準の表示位置は、操作検出部４２によって設定
される。計測処理部４４は、映像信号生成部４１によって生成された映像信号に基づいて
計測処理を行う。計測処理では、物体距離、長さ、および面積等が算出される。物体距離
は、先端部２１から被写体までの距離である。
【００４０】
　照明制御部４６は、照明部２９を制御するための制御信号を出力する。これによって、
照明制御部４６は、照明部２９を制御する。挿入部２０が挿入される観察または計測の対
象物の内部が暗い場合が多い。このため、照明制御部４６は、被写体の撮像時に照明部２
９を点灯させる。挿入部２０が対象物に挿入される前、撮像素子２８の周囲が明るい場合
がある。つまり、対象物が明るい場所に配置されている場合がある。挿入部２０が対象物
に挿入される前、ユーザは、モニタ４に表示される画像を目視することにより、内視鏡装
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置１によって画像が取得されているか否かを確認する。このとき、照明部２９が点灯して
いる必要はない。撮像素子２８の周囲が明るい場合、照明部２９を消灯させることによっ
て、内視鏡装置１は、画像における白飛び（ｂｌｏｗｎ　ｏｕｔ　ｈｉｇｈｌｉｇｈｔｓ
）の発生を低減させることができる。また、内視鏡装置１は、消費電力を低減させること
ができる。
【００４１】
　映像信号生成部４１は、撮像素子２８から出力される撮像信号に基づいて、撮像信号の
読み出しが行われている行位置を検出する。映像信号生成部４１は、検出された行位置を
照明制御部４６に通知する。照明制御部４６は、映像信号生成部４１から通知された行位
置におけるタイミングを基準に照明部２９の動作タイミングを制御する。照明制御部４６
は、制御部４７が決定する撮像素子２８の動作タイミングを基準に照明部２９の動作タイ
ミングを制御してもよい。
【００４２】
　制御部４７は、操作検出部４２と、グラフィック画像生成部４３と、計測処理部４４と
、照明制御部４６との各々への処理の割り当てを制御し、かつ内視鏡装置１全体の動作を
制御する。また、制御部４７は、撮像素子２８を制御するための制御信号を出力する。こ
の制御信号は、ＣＣＵ９と内視鏡ユニット８とを介して撮像素子２８に送信される。ある
いは、この制御信号は、撮像素子２８に直接送信される。これによって、制御部４７は、
撮像素子２８を制御する。
【００４３】
　ＬＥＤ駆動部４８ａとＬＥＤ駆動部４８ｂとは、内視鏡ユニット８の機能に対応する。
ＬＥＤ駆動部４８ａは、照明制御部４６から出力された制御信号に基づいて、ＬＥＤ２９
ａを駆動するための駆動信号を出力する。ＬＥＤ２９ａは、ＬＥＤ駆動部４８ａから出力
された駆動信号に基づいて照明光を発生する。ＬＥＤ駆動部４８ｂは、照明制御部４６か
ら出力された制御信号に基づいて、ＬＥＤ２９ｂを駆動するための駆動信号を出力する。
ＬＥＤ２９ｂは、ＬＥＤ駆動部４８ｂから出力された駆動信号に基づいて照明光を発生す
る。
【００４４】
　信号合成部４９は、映像信号処理回路１２の機能に対応する。信号合成部４９は、映像
信号生成部４１によって生成された映像信号と、グラフィック画像生成部４３によって生
成されたグラフィック画像信号とを合成する。モニタ４は、信号合成部４９から出力され
た映像信号に基づいて画像を表示する。
【００４５】
　図４は、撮像素子２８の構成を示している。図４に示すように、撮像素子２８は、画素
部５０と、垂直走査部５１と、信号処理部５２と、水平走査部５３とを有する。
【００４６】
　画素部５０は、行列状に配置された複数の画素５４を有する。複数の画素５４は、撮像
素子２８の撮像領域に配置されている。複数の画素５４の配列における行数と列数との各
々は、２以上である。行数と列数とが同一でなくてもよい。複数の画素５４の各々は、画
素５４に入射した光の量に応じた撮像信号を生成する。複数の画素５４の各々は、垂直信
号線５６に接続されている。複数の垂直信号線５６が配置されている。複数の垂直信号線
５６の各々は、複数の画素５４の配列における列毎に配置されている。複数の画素５４の
各々は、生成された撮像信号を垂直信号線５６に出力する。
【００４７】
　複数の画素５４の少なくとも一部は、光量検出部２８ａを構成する。光量検出部２８ａ
を構成する画素５４は、光量の検出結果を撮像信号として出力する。光量検出部２８ａを
構成する画素５４は、固定されていなくてもよい。例えば、制御部４７は、撮像領域に配
置された一部の画素５４と、撮像領域に配置された全ての画素５４とのいずれか一方が光
量検出部２８ａを構成するように、光量検出部２８ａを構成する画素５４の領域を設定し
てもよい。
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【００４８】
　複数の画素５４の各々は、制御信号線５７に接続されている。複数の制御信号線５７が
配置されている。複数の制御信号線５７の各々は、複数の画素５４の配列における行毎に
配置されている。複数の制御信号線５７の各々は、垂直走査部５１に接続されている。複
数の画素５４の動作を制御するための制御信号が垂直走査部５１から制御信号線５７に出
力される。１行の画素５４に対して複数の制御信号線５７が配置されている。図４では１
行の画素５４に対して１つの制御信号線５７が示され、他の制御信号線５７は省略されて
いる。制御信号の詳細については、後述する。
【００４９】
　複数の画素５４の動作は、制御信号線５７に出力された制御信号に基づいて制御される
。１行の画素５４に対応する制御信号は、その行における全ての画素５４に共通に供給さ
れる。このため、同一の行に配置された２つ以上の画素５４に対して同一の動作タイミン
グが設定される。つまり、同一の行に配置された２つ以上の画素５４は、同時に動作する
。画素５４の構成の詳細については、後述する。
【００５０】
　制御部４７によって生成された制御信号が、ＣＣＵ９と内視鏡ユニット８とを介して撮
像素子２８に送信される。あるいは、制御部４７によって生成された制御信号が撮像素子
２８に直接送信される。撮像素子２８は、制御信号を受信する。垂直走査部５１は、受信
された制御信号に基づいて、複数の画素５４の動作を制御するための制御信号を生成する
。垂直走査部５１は、複数の画素５４の配列における複数の行の各々に対応する制御信号
を生成する。垂直走査部５１は、生成された制御信号を制御信号線５７に出力する。
【００５１】
　信号処理部５２は、複数の信号処理回路５５を有する。信号処理回路５５は、複数の画
素５４の配列における列毎に配置されている。信号処理回路５５は、垂直信号線５６に接
続されている。信号処理回路５５は、垂直信号線５６に出力された撮像信号に対して、増
幅およびノイズ除去等を含む信号処理を行う。信号処理回路５５と映像信号生成部４１（
ＣＣＵ９）との少なくとも１つが、撮像信号に対する信号処理を行えばよい。
【００５２】
　信号処理回路５５によって処理された撮像信号は、水平走査部５３に入力される。水平
走査部５３は、複数の画素５４の配列における列を順次選択する。水平走査部５３によっ
て選択された列に対応する撮像信号は、出力端子５８から出力される。
【００５３】
　上記のように、内視鏡装置１は、撮像素子２８と、映像信号生成部４１と、照明部２９
と、光量検出部２８ａと、制御部４７と、照明制御部４６とを有する。撮像素子２８は、
被写体を撮像し、撮像信号を生成する。映像信号生成部４１は、撮像信号から映像信号を
生成する。照明部２９は、被写体に照射される照明光を発生する光源（ＬＥＤ２９ａおよ
びＬＥＤ２９ｂ）を有する。光量検出部２８ａは、撮像素子２８が配置された場所の光量
を検出する。制御部４７は、撮像素子２８を制御する。照明制御部４６は、照明部２９を
制御する。
【００５４】
　撮像素子２８は、行列状に配置された複数の画素５４を有する。複数の画素５４が配置
された撮像領域は、スキャン領域を含む。スキャン領域において各々の行の画素５４の少
なくとも一部から撮像信号が読み出される。制御部４７は、光量検出部２８ａによって検
出された光量が所定量未満である場合、スキャン領域の少なくとも一部に配置された画素
５４の露光期間の少なくとも一部が重なるように撮像素子２８を制御する。照明制御部４
６は、光量検出部２８ａによって検出された光量が所定量未満である場合、スキャン領域
の少なくとも一部に配置された画素５４の露光期間の少なくとも一部が重なる期間に光源
が点灯するように照明部２９を制御する。スキャン領域と、撮像素子２８および照明部２
９の制御の詳細とについては、後述する。
【００５５】
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　図５は、画素５４の構成を示している。図５に示すように、画素５４は、光電変換部６
０と、電荷転送部６１と、電荷蓄積部６２と、リセット部６３と、増幅部６４と、出力部
６５とを有する。光電変換部６０は、フォトダイオードである。電荷蓄積部６２は、容量
である。例えば、電荷蓄積部６２は、増幅部６４を構成するトランジスタのゲート容量で
ある。電荷転送部６１と、リセット部６３と、増幅部６４と、出力部６５とは、トランジ
スタである。
【００５６】
　光電変換部６０は、画素５４に入射した光の量に応じた電荷を生成する。電荷転送部６
１は、光電変換部６０によって生成された電荷を電荷蓄積部６２に転送する。電荷蓄積部
６２は、光電変換部６０から転送された電荷を蓄積する。リセット部６３は、電源電圧Ｖ
ＤＤに基づいて、光電変換部６０と電荷蓄積部６２における電荷をリセットする。電荷転
送部６１とリセット部６３とがオンになることにより、リセット部６３は光電変換部６０
と電荷蓄積部６２とにおける電荷をリセットすることができる。増幅部６４は、電荷蓄積
部６２に蓄積された電荷に基づく信号を増幅する。出力部６５は、増幅部６４によって増
幅された信号を撮像信号として垂直信号線５６に出力する。
【００５７】
　電荷転送部６１の動作は、制御信号φＴＸによって制御される。リセット部６３の動作
は、制御信号φＲＳＴによって制御される。出力部６５の動作は、制御信号φＳＥＬによ
って制御される。制御信号φＴＸと、制御信号φＲＳＴと、制御信号φＳＥＬとは、制御
信号線５７を介して垂直走査部５１から供給される。
【００５８】
　画素５４の動作は、リセットと電荷転送と信号読み出しとを含む。リセットは、リセッ
ト部６３の動作に対応する。電荷転送は、電荷転送部６１の動作に対応する。信号読み出
しは、出力部６５の動作に対応する。
【００５９】
　計測処理部４４が行う計測処理について説明する。例えば、計測処理部４４は、ステレ
オ計測の原理に基づく計測処理を行う。ステレオ計測では、視差がある第１の光学像と第
２の光学像とを結像する光学アダプタが使用される。撮像素子２８は、第１の光学像と第
２の光学像とに基づく撮像信号を生成する。モニタ４は、第１の光学像に対応する第１の
画像と、第２の光学像に対応する第２の画像とを表示する。例えば、モニタ４は、第１の
画像と第２の画像とが左右に並んだ画像を表示する。
【００６０】
　ユーザは、操作部６を介してモニタ４の画面上の照準を操作することにより、第１の画
像と第２の画像とのいずれか１つに対して計測点を指定する。例えば、第１の画像に対し
て計測点が指定される。計測処理部４４は、映像信号を処理することにより、第１の画像
の計測点に対応する第２の画像の対応点を探索する。つまり、計測処理部４４は、第１の
画像と第２の画像とのパターンマッチングにより対応点を探索する。計測処理部４４は、
計測点と対応点とを使用して三角測量の原理により、計測点に対応する３次元座標を算出
する。
【００６１】
　ステレオ計測では、第１の光学像と第２の光学像とが同時にまたは交互に撮像素子２８
に結像される。例えば、第１の光学像と第２の光学像とが交互に撮像素子２８に結像され
る場合、移動可能なメカニカルシャッタにより第１の光路と第２の光路との一方が遮蔽さ
れる。第１の光路は、第１の光学像を形成するための光路である。第２の光路は、第２の
光学像を形成するための光路である。メカニカルシャッタが第２の光路に配置された場合
、第１の光学像が撮像素子２８に結像される。メカニカルシャッタが第１の光路に配置さ
れた場合、第２の光学像が撮像素子２８に結像される。
【００６２】
　ステレオ計測では、被写体に模様を投影することにより、マッチング処理の精度が向上
する。このため、ステレオ計測では、被写体に模様が投影されてもよい。計測処理部４４
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は、ステレオ計測以外の３次元計測の処理を行ってもよい。例えば、計測処理部４４は、
位相シフト法の原理に基づく計測処理を行ってもよい。
【００６３】
　図３に示すように、照明部２９は、互いに独立した複数の光源（ＬＥＤ２９ａおよびＬ
ＥＤ２９ｂ）を有する。照明制御部４６は、照明光を発生する光源を選択する。
【００６４】
　照明部２９は、模様または縞を被写体に投影するための計測用の光源（ＬＥＤ２９ｂ）
を含む複数の光源（ＬＥＤ２９ａおよびＬＥＤ２９ｂ）を有する。内視鏡装置１は、映像
信号に基づいて計測処理を行う計測処理部４４を有する。照明制御部４６は、計測処理部
４４が計測処理を行う場合、計測用の光源を点灯させてもよい。
【００６５】
　例えば、内視鏡装置１が被写体を連続的に撮像することにより映像信号を生成し、かつ
被写体の画像を表示する場合、照明制御部４６は、ＬＥＤ２９ａを選択する。通常のステ
レオ計測が行われる場合、照明制御部４６は、ＬＥＤ２９ａを選択する。計測処理が行わ
れ、かつ模様または縞が被写体に投影される場合、照明制御部４６は、ＬＥＤ２９ｂを選
択する。
【００６６】
　内視鏡装置１の動作を説明する。図６は、ローリングシャッタにより撮像素子２８が駆
動される場合の動作を示している。図６において、横方向は時間を示し、縦方向は行位置
を示している。図６では、８行の画素５４における動作が示されている。最も上の行が１
行目であり、最も下の行が８行目である。例えば、図６に示す動作において、照明部２９
の光源は連続的に点灯する。
【００６７】
　モニタ４の表示周期に基づくフレーム期間が開始されたとき、１行目の画素５４におい
てリセットが行われる。つまり、１行目の画素５４において、リセット部６３は、光電変
換部６０と電荷蓄積部６２とにおける電荷をリセットする。これによって、１行目の画素
５４において露光が開始される。リセットが行われた後、１行目の画素５４において電荷
転送が行われる。つまり、１行目の画素５４において、電荷転送部６１は、光電変換部６
０によって生成された電荷を電荷蓄積部６２に転送する。これによって、１行目の画素５
４において露光が終了する。露光開始から露光終了までの期間が露光期間（露光可能期間
）である。つまり、露光期間は、リセットの終了から電荷転送の開始までの期間である。
電荷転送が行われた後、１行目の画素５４において信号読み出しが行われる。つまり、１
行目の画素５４において、出力部６５は、撮像信号を垂直信号線５６に出力する。信号読
み出しが行われた後、１行目の画素５４は、次のフレーム期間が開始されるまで待機する
。
【００６８】
　１行目の画素５４においてリセットが行われたタイミングから所定時間が経過したタイ
ミングで、２行目の画素５４においてリセットが行われる。２行目の画素５４における動
作は、１行目の画素５４における動作と同様である。２行目の画素５４における動作は、
１行目の画素５４における動作のタイミングに対して所定時間ずれたタイミングで行われ
る。同様に、３行目以降の各行の画素５４における動作は、１つ前の行の画素５４におけ
る動作のタイミングに対して所定時間ずれたタイミングで行われる。
【００６９】
　図７は、内視鏡装置１の特徴的な動作を示している。図７において、横方向は時間を示
し、縦方向は行位置を示している。図７では、８行の画素５４における動作が示されてい
る。最も上の行が１行目であり、最も下の行が８行目である。
【００７０】
　図７に示す動作では、撮像素子２８はローリングシャッタにより駆動される。２つ以上
の行の画素５４の露光期間の少なくとも一部が重なるように露光期間が設定される。図７
に示す動作では、１行目から８行目の画素５４の露光期間の少なくとも一部が重なるよう
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に露光期間が設定される。照明制御部４６は、照明部２９の光源が間欠的に点灯するよう
に照明部２９を制御する。
【００７１】
　１行目の画素５４においてリセットが開始されるタイミングｔ１では、照明部２９の光
源は消灯している。６行目の画素５４における信号読み出しが終了するタイミングｔ３に
おいて、照明部２９の光源が点灯する。例えば、６行目の画素５４の撮像信号が出力され
たタイミングｔ２が映像信号生成部４１から照明制御部４６に通知される。照明制御部４
６は、タイミングｔ２に基づいてタイミングｔ３を算出する。照明制御部４６は、算出さ
れたタイミングｔ３で照明部２９の光源を点灯させる。１行目の画素５４における信号読
み出しが開始されるタイミングｔ４において、照明部２９の光源が消灯する。例えば、照
明制御部４６は、タイミングｔ３に基づいてタイミングｔ４を算出する。照明制御部４６
は、算出されたタイミングｔ４で照明部２９の光源を消灯させる。
【００７２】
　上記のように、１行目から６行目の画素５４が同時に露光されるタイミングｔ３からタ
イミングｔ４において、照明部２９の光源が点灯する。先端部２１の周囲が暗い場合、複
数の画素５４に入射する光の大部分は、タイミングｔ３からタイミングｔ４に点灯する照
明部２９の光源の光のみに基づく。このため、ローリングシャッタにより駆動される撮像
素子２８の１行目から６行目の画素５４では、画素５４に同時に入射する光に基づく被写
体像が撮像される。したがって、１行目から６行目の画素５４から出力された撮像信号に
基づく画像では、被写体の歪みが低減される。
【００７３】
　７行目と８行目との画素５４において露光期間以外の期間がタイミングｔ３からタイミ
ングｔ４に含まれる。つまり、７行目と８行目との画素５４が露光される時間は、１行目
から６行目の画素５４が露光される時間よりも短い。このため、７行目と８行目との画素
５４では、１行目から６行目の画素５４と比較して、露光量が不足する。
【００７４】
　制御部４７は、スキャンレートと、スキャン領域と、スキャン開始タイミングと、露光
時間と、ゲインとの少なくとも１つを制御する。
【００７５】
　スキャンレートは、複数の画素５４の走査レートである。ローリングシャッタにより駆
動される撮像素子２８に配置された各行の画素５４における動作タイミングの差は、スキ
ャンレートに基づく。スキャンレートに基づくタイミングで各行の画素５４から撮像信号
が読み出される。
【００７６】
　スキャン領域は、撮像素子２８の撮像領域に配置された複数の画素５４の全てまたは一
部を含む。スキャン領域は、少なくともリセットと電荷転送とが行われる画素５４の全て
を含み、かつ信号読み出しが行われる画素５４の全てを少なくとも含む。スキャン領域は
、リセットと電荷転送とが行われ、かつ信号読み出しが行われない画素５４を含んでもよ
い。スキャン領域において全ての行は、撮像信号が読み出される１つ以上の画素５４を含
む。スキャン領域に配置された全てまたは一部の画素５４から撮像信号が読み出される。
例えば、一部の列の画素５４のみから撮像信号を読み出すブロック読み出しが行われても
よい。制御部４７は、スキャン領域においてブロック読み出しが行われる領域を制御して
もよい。
【００７７】
　図７に示す動作では、１行目から８行目の画素５４がスキャン領域に含まれる。タイミ
ングｔ３からタイミングｔ４において照明部２９の光源が点灯する場合、１行目から６行
目の画素５４のみがスキャン領域に含まれてもよい。制御部４７は、スキャン領域の画素
５４のみから撮像信号が出力されるように撮像素子２８を制御する。撮像領域の一部のみ
にスキャン領域が設定された場合、撮像信号の読み出しに必要なＣＰＵ１８の処理負荷が
低減する。このため、内視鏡装置１は、１フレーム期間に撮像信号の生成と計測処理とを
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行うことができる。つまり、内視鏡装置１は、連続的な撮像に同期してリアルタイムに計
測処理を行うことができる。
【００７８】
　スキャン開始タイミングは、複数の画素５４の走査が開始されるタイミングである。ス
キャン開始タイミングは、フレーム期間における複数の画素５４の動作の開始タイミング
を示す。１行目の画素５４から順に各行の画素５４の走査が行われる場合、スキャン開始
タイミングは、１行目の画素５４における動作の開始タイミングを示す。例えば、スキャ
ン開始タイミングは、１行目の画素５４においてリセットが開始されるタイミングを示す
。
【００７９】
　露光時間は、露光期間の長さである。つまり、露光時間は、リセットの終了タイミング
から電荷転送の開始タイミングまでの時間である。図７に示す動作における露光時間は、
図６に示す動作における露光時間よりも長くてもよい。露光時間が長くなることにより、
より多くの行の画素５４の露光期間が重なりやすくなる。
【００８０】
　ゲインは、映像信号生成部４１または信号処理部５２における増幅のゲインである。複
数の画素５４の配列における行毎に異なるゲインが設定されてもよい。
【００８１】
　照明制御部４６は、点灯タイミングと、点灯時間と、光量との少なくとも１つを制御す
る。
【００８２】
　点灯タイミングは、照明部２９の光源が点灯を開始するタイミングである。点灯時間は
、照明部２９の光源が点灯を継続する時間である。つまり、点灯時間は、点灯の開始タイ
ミング（点灯タイミング）から終了タイミング（消灯タイミング）までの時間である。照
明部２９の光源が間欠的に点灯する場合、点灯時間は、露光時間よりも短い。光量は、照
明部２９の光源の光量である。図７に示す動作では、照明制御部４６は、スキャン領域に
含まれる１行目から８行目の画素５４の露光期間の少なくとも一部が重なる期間に照明部
２９の光源が点灯するように照明部２９を制御する。
【００８３】
　制御部４７は、光量が所定量未満であり、かつ計測処理部４４が計測処理を行う場合、
スキャン領域の少なくとも一部に配置された画素５４の露光期間の少なくとも一部が重な
るように撮像素子２８を制御してもよい。照明制御部４６は、光量が所定量未満であり、
かつ計測処理部４４が計測処理を行う場合、スキャン領域の少なくとも一部に配置された
画素５４の露光期間の少なくとも一部が重なる期間に光源が点灯するように照明部２９を
制御してもよい。これによって、内視鏡装置１は、被写体の歪みが低減された画像に基づ
いて計測処理を行うことができる。つまり、計測精度が向上する。
【００８４】
　撮像素子２８と照明部２９との制御に関する内視鏡装置１の動作を説明する。図８は、
撮像素子２８と照明部２９との制御に関する内視鏡装置１の動作の手順を示している。制
御部４７は、光量の検出結果を取得する（ステップＳ１００）。ステップＳ１００におい
て制御部４７は、光量の検出結果として映像信号を取得する。光量検出部２８ａを構成す
る画素５４から出力された撮像信号から生成された映像信号が光量の検出結果を示す。
【００８５】
　ステップＳ１００の後、制御部４７は、検出された光量が所定量以上であるか否かを判
定する（ステップＳ１１０）。ステップＳ１１０において制御部４７は、光量検出部２８
ａを構成する画素５４から出力された撮像信号から生成された映像信号の信号値が所定量
以上であるか否かを判定する。例えば、ステップＳ１１０において制御部４７は、光量検
出部２８ａを構成する各画素５４に対応する映像信号の信号値の合計を所定量と比較する
。
【００８６】
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　ステップＳ１１０において光量が所定量以上であると判定された場合、制御部４７は、
露光時間を光量に応じた時間に設定する（ステップＳ１２０）。光量が所定量以上であっ
て、かつ光量がより大きい場合、露光時間は、より短い時間に設定される。光量が大きい
場合、光量が小さい場合の露光時間よりも露光時間を短くすることによって、内視鏡装置
１は、画像における白飛びの発生を低減させることができる。ステップＳ１２０で設定さ
れる露光時間は、所定量の光量に対応する所定時間以下である。
【００８７】
　ステップＳ１１０において光量が所定量未満であると判定された場合、制御部４７は、
露光時間を長時間に設定する（ステップＳ１３０）。ステップＳ１３０で設定される露光
時間は、ステップＳ１２０で設定可能な最長の露光時間よりも長い。露光時間を長くする
ことにより、内視鏡装置１は、より多くの行の画素５４の露光期間が重なるように露光期
間を設定することができる。
【００８８】
　ステップＳ１３０の後、照明制御部４６は、スキャン領域に配置された全ての画素５４
の露光期間の少なくとも一部が重なる期間に照明部２９の光源を間欠的に点灯させる（ス
テップＳ１４０）。光量が小さい場合に照明部２９の光源が間欠的に点灯することによっ
て、内視鏡装置１は、被写体の歪みが低減された画像を取得することができる。
【００８９】
　撮像素子２８が被写体を連続的に撮像する場合、内視鏡装置１は、図８に示す処理を繰
り返し行う。
【００９０】
　例えば、図８に示す処理では、撮像領域の全体がスキャン領域である。光量が所定量以
上である場合と、光量が所定量未満である場合とで、異なるスキャン領域が設定されても
よい。光量が所定量以上である場合、撮像領域の全体がスキャン領域に設定されてもよい
。光量が所定量未満である場合、撮像領域の一部がスキャン領域に設定されてもよい。
【００９１】
　内視鏡装置１の動作を説明する。以下では、撮像素子２８が被写体を連続的に撮像する
場合における内視鏡装置１の動作の例が示される。
【００９２】
　図９は、内視鏡装置１の第１の動作を示している。以下の説明において、撮像領域の垂
直画素数すなわち行数はＶである。図９において、グラフＧ１０は、撮像領域における各
画素５４の動作のタイミングを示している。グラフＧ１０において、横方向は時間を示し
、縦方向は行位置を示している。最も上の行が１行目であり、最も下の行がＶ行目である
。フレーム期間の長さ、つまりモニタ４の表示周期は、Ｔｆ１である。ライブ画像を表示
するためのフレームレートは、１／Ｔｆ１である。
【００９３】
　撮像素子２８と照明部２９との制御は、フレーム期間毎に行われる。図９において、連
続する複数のフレーム期間のうちフレーム期間Ｆ１０とフレーム期間Ｆ１１とにおける動
作が示されている。各フレーム期間における撮像素子２８と照明部２９との制御は、１つ
前のフレーム期間における光量の検出結果に基づく。各フレーム期間が開始されたとき、
ＬＥＤ２９ａは消灯している。
【００９４】
　各フレーム期間において制御部４７は、撮像領域に配置された全ての画素５４をスキャ
ン領域として設定する。撮像領域に配置された全ての行の画素５４においてリセットと電
荷転送と信号読み出しとが行われる。ブロック読み出しにより、撮像領域に配置された一
部の列の画素５４のみにおいて信号読み出しが行われてもよい。つまり、撮像領域に配置
された全ての行の画素５４においてリセットと電荷転送とが行われ、かつ撮像領域に配置
された一部の列の画素５４のみにおいて信号読み出しが行われてもよい。
【００９５】
　フレーム期間Ｆ１０の１つ前のフレーム期間において光量が所定量未満である場合、フ
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レーム期間Ｆ１０において制御部４７は、１行目の画素５４（光量検出ライン）から出力
された撮像信号から生成された映像信号に基づいて光量を判定する。つまり、１行目の画
素５４が光量検出部２８ａを構成する。フレーム期間Ｆ１０における光量の判定結果に基
づいて、フレーム期間Ｆ１１における動作が決定される。
【００９６】
　フレーム期間Ｆ１０の１つ前のフレーム期間において光量が所定量未満である場合、フ
レーム期間Ｆ１０においてＬＥＤ２９ａは、間欠的に点灯するように制御される。直線Ｌ
１０は、撮像領域に配置された各行の画素５４におけるリセットの終了タイミングすなわ
ち露光の開始タイミングを示している。直線Ｌ１１は、撮像領域に配置された各行の画素
５４における電荷転送の開始タイミングすなわち露光の終了タイミングを示している。直
線Ｌ１０および直線Ｌ１１の傾きは、スキャンレートに基づく。露光期間は、直線Ｌ１０
が示すタイミングから直線Ｌ１１が示すタイミングまでの期間である。露光期間の長さす
なわち露光時間は、ΔＴｅ１である。
【００９７】
　照明制御部４６は、撮像領域において１行目の画素５４を除く全ての画素５４の露光期
間の少なくとも一部が重なる期間にＬＥＤ２９ａを間欠的に点灯させる。つまり、照明制
御部４６は、撮像領域において光量検出部２８ａを構成する画素５４を除く全ての画素５
４の露光期間の少なくとも一部が重なる期間にＬＥＤ２９ａを間欠的に点灯させる。ＬＥ
Ｄ２９ｂが間欠的に点灯することにより模様が被写体に投影されてもよい。
【００９８】
　グラフＧ１０に示す動作では、１行目の画素５４において露光が終了したタイミングで
ＬＥＤ２９ａの点灯が開始される。一部の行の画素５４の露光期間において照明光が被写
体に照射される時間がＬＥＤ２９ａの点灯時間よりも短い。映像信号生成部４１は、その
画素５４から出力された撮像信号を所定のゲインで増幅することにより映像信号を生成し
てもよい。あるいは、信号処理部５２は、その画素５４から出力された撮像信号を所定の
ゲインで増幅してもよい。所定のゲインは、露光期間において照明光が被写体に照射され
る時間とＬＥＤ２９ａの点灯時間との比に応じた値であってもよい。
【００９９】
　フレーム期間Ｆ１０において光量が所定量未満である場合、フレーム期間Ｆ１１におけ
る撮像素子２８と照明部２９との制御は、フレーム期間Ｆ１０における制御と同様である
。各フレーム期間において光量が所定量未満である場合、ＬＥＤ２９ａが間欠的に点灯す
る動作が複数のフレーム期間で継続する。
【０１００】
　光量が所定量未満である場合、２行以上かつＶ行未満の画素５４が光量検出部２８ａを
構成してもよい。
【０１０１】
　図１０は、内視鏡装置１の第２の動作を示している。図１０において、グラフＧ１１は
、撮像領域における各画素５４の動作のタイミングを示している。グラフＧ１１において
、横方向は時間を示し、縦方向は行位置を示している。最も上の行が１行目であり、最も
下の行がＶ行目である。フレーム期間の長さ、つまりモニタ４の表示周期は、Ｔｆ１であ
る。ライブ画像を表示するためのフレームレートは、１／Ｔｆ１である。
【０１０２】
　撮像素子２８と照明部２９との制御は、フレーム期間毎に行われる。図１０において、
連続する複数のフレーム期間のうちフレーム期間Ｆ１２とフレーム期間Ｆ１３とにおける
動作が示されている。各フレーム期間における撮像素子２８と照明部２９との制御は、１
つ前のフレーム期間における光量の検出結果に基づく。各フレーム期間が開始されたとき
、ＬＥＤ２９ａは消灯している。
【０１０３】
　各フレーム期間において制御部４７は、撮像領域に配置された全ての画素５４をスキャ
ン領域として設定する。撮像領域に配置された全ての行の画素５４においてリセットと電
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荷転送と信号読み出しとが行われる。ブロック読み出しにより、撮像領域に配置された一
部の列の画素５４のみにおいて信号読み出しが行われてもよい。つまり、撮像領域に配置
された全ての行の画素５４においてリセットと電荷転送とが行われ、かつ撮像領域に配置
された一部の列の画素５４のみにおいて信号読み出しが行われてもよい。
【０１０４】
　フレーム期間Ｆ１２における撮像素子２８と照明部２９との制御は、フレーム期間Ｆ１
０における制御と同様である。フレーム期間Ｆ１２において光量が所定量以上である場合
、フレーム期間Ｆ１３においてＬＥＤ２９ａは、消灯状態を継続するように制御される。
直線Ｌ１２は、撮像領域に配置された各行の画素５４におけるリセットの終了タイミング
すなわち露光の開始タイミングを示している。直線Ｌ１３は、撮像領域に配置された各行
の画素５４における電荷転送の開始タイミングすなわち露光の終了タイミングを示してい
る。直線Ｌ１２および直線Ｌ１３の傾きは、スキャンレートに基づく。直線Ｌ１２および
直線Ｌ１３の傾きは、直線Ｌ１０および直線Ｌ１１の傾きと同一である。露光期間は、直
線Ｌ１２が示すタイミングから直線Ｌ１３が示すタイミングまでの期間である。露光期間
の長さすなわち露光時間は、ΔＴｅ２である。露光時間ΔＴｅ２は、露光時間ΔＴｅ１よ
りも短い。露光時間ΔＴｅ２は、露光時間ΔＴｅ１よりも長くてもよい。露光時間ΔＴｅ
２は、露光時間ΔＴｅ１と同一であってもよい。
【０１０５】
　フレーム期間Ｆ１３において制御部４７は、撮像領域に配置された全ての画素５４から
出力された撮像信号から生成された映像信号に基づいて光量を判定する。つまり、撮像領
域に配置された全ての画素５４が光量検出部２８ａを構成する。フレーム期間Ｆ１３にお
ける光量の判定結果に基づいて、フレーム期間Ｆ１３の次のフレーム期間における動作が
決定される。
【０１０６】
　フレーム期間Ｆ１３において光量が所定量以上である場合、フレーム期間Ｆ１３の次の
フレーム期間における撮像素子２８と照明部２９との制御は、フレーム期間Ｆ１３におけ
る制御と同様である。フレーム期間Ｆ１３の後の各フレーム期間において光量が所定量以
上である場合、ＬＥＤ２９ａが消灯している状態が複数のフレーム期間で継続する。
【０１０７】
　光量が所定量未満である場合、２行以上かつＶ行未満の画素５４が光量検出部２８ａを
構成してもよい。
【０１０８】
　図１１は、内視鏡装置１の第３の動作を示している。図１１において、グラフＧ１２は
、撮像領域における各画素５４の動作のタイミングを示している。グラフＧ１２において
、横方向は時間を示し、縦方向は行位置を示している。最も上の行が１行目であり、最も
下の行がＶ行目である。フレーム期間の長さ、つまりモニタ４の表示周期は、Ｔｆ１であ
る。ライブ画像を表示するためのフレームレートは、１／Ｔｆ１である。
【０１０９】
　撮像素子２８と照明部２９との制御は、フレーム期間毎に行われる。図１１において、
連続する複数のフレーム期間のうちフレーム期間Ｆ１４とフレーム期間Ｆ１５とにおける
動作が示されている。各フレーム期間における撮像素子２８と照明部２９との制御は、１
つ前のフレーム期間における光量の検出結果に基づく。各フレーム期間が開始されたとき
、ＬＥＤ２９ａは消灯している。
【０１１０】
　各フレーム期間において制御部４７は、撮像領域に配置された全ての画素５４をスキャ
ン領域として設定する。撮像領域に配置された全ての行の画素５４においてリセットと電
荷転送と信号読み出しとが行われる。ブロック読み出しにより、撮像領域に配置された一
部の列の画素５４のみにおいて信号読み出しが行われてもよい。つまり、撮像領域に配置
された全ての行の画素５４においてリセットと電荷転送とが行われ、かつ撮像領域に配置
された一部の列の画素５４のみにおいて信号読み出しが行われてもよい。
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【０１１１】
　フレーム期間Ｆ１４における撮像素子２８と照明部２９との制御は、フレーム期間Ｆ１
３における制御と同様である。フレーム期間Ｆ１４の１つ前のフレーム期間において光量
が所定量以上である場合、フレーム期間Ｆ１４において制御部４７は、撮像領域に配置さ
れた全ての画素５４から出力された撮像信号から生成された映像信号に基づいて光量を判
定する。つまり、撮像領域に配置された全ての画素５４が光量検出部２８ａを構成する。
フレーム期間Ｆ１４における光量の判定結果に基づいて、フレーム期間Ｆ１５における動
作が決定される。
【０１１２】
　フレーム期間Ｆ１４において光量が所定量未満である場合、フレーム期間Ｆ１５におい
てＬＥＤ２９ａは、間欠的に点灯するように制御される。フレーム期間Ｆ１５における撮
像素子２８と照明部２９との制御は、フレーム期間Ｆ１０における制御と同様である。フ
レーム期間Ｆ１５の後の各フレーム期間において光量が所定量未満である場合、ＬＥＤ２
９ａが間欠的に点灯する動作が複数のフレーム期間で継続する。
【０１１３】
　光量が所定量未満である場合、２行以上かつＶ行未満の画素５４が光量検出部２８ａを
構成してもよい。
【０１１４】
　図１２は、内視鏡装置１の第４の動作を示している。図１２において、グラフＧ２０は
、撮像領域における各画素５４の動作のタイミングを示している。グラフＧ２０において
、横方向は時間を示し、縦方向は行位置を示している。最も上の行が１行目であり、最も
下の行がＶ行目である。フレーム期間の長さ、つまりモニタ４の表示周期は、Ｔｆ２であ
る。ライブ画像を表示するためのフレームレートは、１／Ｔｆ２である。
【０１１５】
　撮像素子２８と照明部２９との制御は、フレーム期間毎に行われる。図１２において、
連続する複数のフレーム期間のうちフレーム期間Ｆ２０とフレーム期間Ｆ２１とにおける
動作が示されている。各フレーム期間における撮像素子２８と照明部２９との制御は、各
フレーム期間における光量の検出結果に基づく。各フレーム期間が開始されたとき、ＬＥ
Ｄ２９ａは消灯している。
【０１１６】
　各フレーム期間において、画素５４の走査が２回行われる。１回目の走査では制御部４
７は、撮像領域に配置された１行目の画素５４をスキャン領域として設定する。撮像領域
に配置された１行目の画素５４においてリセットと電荷転送と信号読み出しとが行われる
。ブロック読み出しにより、１行目の一部の列の画素５４のみにおいて信号読み出しが行
われてもよい。つまり、撮像領域に配置された１行目の画素５４においてリセットと電荷
転送とが行われ、かつ撮像領域に配置された１行目の一部の列の画素５４のみにおいて信
号読み出しが行われてもよい。
【０１１７】
　１回目の走査における露光時間はΔＴｅ３である。制御部４７は、１行目の画素５４（
光量検出ライン）から出力された撮像信号から生成された映像信号に基づいて光量を判定
する。つまり、１行目の画素５４が光量検出部２８ａを構成する。フレーム期間Ｆ２０に
おける光量の判定結果に基づいて、フレーム期間Ｆ２０における動作が決定される。
【０１１８】
　フレーム期間Ｆ２０において光量が所定量未満である場合、フレーム期間Ｆ２０におい
てＬＥＤ２９ａは、間欠的に点灯するように制御される。フレーム期間Ｆ２０において、
２回目の走査では制御部４７は、撮像領域に配置された全ての画素５４をスキャン領域と
して設定する。撮像領域に配置された全ての行の画素５４においてリセットと電荷転送と
信号読み出しとが行われる。ブロック読み出しにより、撮像領域に配置された一部の列の
画素５４のみにおいて信号読み出しが行われてもよい。つまり、撮像領域に配置された全
ての行の画素５４においてリセットと電荷転送とが行われ、かつ撮像領域に配置された一
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部の列の画素５４のみにおいて信号読み出しが行われてもよい。
【０１１９】
　直線Ｌ２０は、撮像領域に配置された各行の画素５４におけるリセットの終了タイミン
グすなわち露光の開始タイミングを示している。直線Ｌ２１は、撮像領域に配置された各
行の画素５４における電荷転送の開始タイミングすなわち露光の終了タイミングを示して
いる。直線Ｌ２０および直線Ｌ２１の傾きは、スキャンレートに基づく。露光期間は、直
線Ｌ２０が示すタイミングから直線Ｌ２１が示すタイミングまでの期間である。露光期間
の長さすなわち露光時間は、ΔＴｅ４である。露光時間ΔＴｅ４は、露光時間ΔＴｅ３よ
りも長い。
【０１２０】
　フレーム期間Ｆ２１における撮像素子２８と照明部２９との制御は、フレーム期間Ｆ２
０における制御と同様である。各フレーム期間において光量が所定量未満である場合、Ｌ
ＥＤ２９ａが間欠的に点灯する動作が複数のフレーム期間で継続する。
【０１２１】
　図１３は、内視鏡装置１の第５の動作を示している。図１３において、グラフＧ２１は
、撮像領域における各画素５４の動作のタイミングを示している。グラフＧ２１において
、横方向は時間を示し、縦方向は行位置を示している。最も上の行が１行目であり、最も
下の行がＶ行目である。フレーム期間の長さ、つまりモニタ４の表示周期は、Ｔｆ２であ
る。ライブ画像を表示するためのフレームレートは、１／Ｔｆ２である。
【０１２２】
　撮像素子２８と照明部２９との制御は、フレーム期間毎に行われる。図１３において、
連続する複数のフレーム期間のうちフレーム期間Ｆ２２とフレーム期間Ｆ２３とにおける
動作が示されている。各フレーム期間における撮像素子２８と照明部２９との制御は、各
フレーム期間における光量の検出結果に基づく。各フレーム期間が開始されたとき、ＬＥ
Ｄ２９ａは消灯している。
【０１２３】
　各フレーム期間において、画素５４の走査が２回行われる。１回目の走査では制御部４
７は、撮像領域に配置された１行目の画素５４をスキャン領域として設定する。撮像領域
に配置された１行目の画素５４においてリセットと電荷転送と信号読み出しとが行われる
。ブロック読み出しにより、１行目の一部の列の画素５４のみにおいて信号読み出しが行
われてもよい。つまり、撮像領域に配置された１行目の画素５４においてリセットと電荷
転送とが行われ、かつ撮像領域に配置された１行目の一部の列の画素５４のみにおいて信
号読み出しが行われてもよい。
【０１２４】
　１回目の走査における露光時間はΔＴｅ３である。制御部４７は、１行目の画素５４（
光量検出ライン）から出力された撮像信号から生成された映像信号に基づいて光量を判定
する。つまり、１行目の画素５４が光量検出部２８ａを構成する。フレーム期間Ｆ２２に
おける光量の判定結果に基づいて、フレーム期間Ｆ２２における動作が決定される。
【０１２５】
　フレーム期間Ｆ２２において光量が所定量以上である場合、フレーム期間Ｆ２２におい
てＬＥＤ２９ａは、消灯状態を継続するように制御される。フレーム期間Ｆ２２において
、２回目の走査では制御部４７は、撮像領域に配置された全ての画素５４をスキャン領域
として設定する。撮像領域に配置された全ての行の画素５４においてリセットと電荷転送
と信号読み出しとが行われる。ブロック読み出しにより、撮像領域に配置された一部の列
の画素５４のみにおいて信号読み出しが行われてもよい。つまり、撮像領域に配置された
全ての行の画素５４においてリセットと電荷転送とが行われ、かつ撮像領域に配置された
一部の列の画素５４のみにおいて信号読み出しが行われてもよい。
【０１２６】
　直線Ｌ２２は、撮像領域に配置された各行の画素５４におけるリセットの終了タイミン
グすなわち露光の開始タイミングを示している。直線Ｌ２３は、撮像領域に配置された各
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行の画素５４における電荷転送の開始タイミングすなわち露光の終了タイミングを示して
いる。直線Ｌ２２および直線Ｌ２３の傾きは、スキャンレートに基づく。直線Ｌ２２およ
び直線Ｌ２３の傾きは、直線Ｌ２０および直線Ｌ２１の傾きと同一である。露光期間は、
直線Ｌ２２が示すタイミングから直線Ｌ２３が示すタイミングまでの期間である。露光期
間の長さすなわち露光時間は、ΔＴｅ２である。露光時間ΔＴｅ２は、露光時間ΔＴｅ４
よりも短い。露光時間ΔＴｅ２は、露光時間ΔＴｅ３よりも長い。露光時間ΔＴｅ２は、
露光時間ΔＴｅ３よりも短くてもよい。露光時間ΔＴｅ２は、露光時間ΔＴｅ３と同一で
あってもよい。
【０１２７】
　フレーム期間Ｆ２３における撮像素子２８と照明部２９との制御は、フレーム期間Ｆ２
２における制御と同様である。各フレーム期間において光量が所定量以上である場合、Ｌ
ＥＤ２９ａが消灯している状態が複数のフレーム期間で継続する。
【０１２８】
　グラフＧ２０とグラフＧ２１とに示す動作では、内視鏡装置１は、１フレーム期間に２
回の走査を行うことにより、光量の判定と照明部２９の光源の制御とを１フレーム期間に
行うことができる。このため、撮像素子２８の周囲の光の状態と、光量の判定結果に基づ
く制御の内容との不整合が低減される。
【０１２９】
　上記のように、制御部４７は、光量検出部２８ａを構成する各画素に対応する映像信号
の信号値の合計を所定量と比較してもよい。
【０１３０】
　制御部４７は、光量検出部２８ａによって検出された光量が所定量未満である場合、画
素５４の露光時間を第１の時間（ΔＴｅ１）に設定してもよい。制御部４７は、光量検出
部２８ａによって検出された光量が所定量以上である場合、画素５４の露光時間を第１の
時間よりも短い第２の時間（ΔＴｅ２）に設定してもよい（図１０）。
【０１３１】
　制御部４７は、光量検出部２８ａによって検出された光量が所定量以上である場合、画
素５４の露光時間を光量に応じた時間に設定してもよい（ステップＳ１２０）。
【０１３２】
　制御部４７は、第１のフレーム期間において光量検出部２８ａによって検出された光量
が所定量未満である場合、第２のフレーム期間において、スキャン領域の少なくとも一部
に配置された画素５４の露光期間の少なくとも一部が重なるように撮像素子２８を制御し
てもよい（図１１）。第１のフレーム期間と第２のフレーム期間とは、連続するフレーム
期間である。
【０１３３】
　照明制御部４６は、光量検出部２８ａによって検出された光量が所定量以上である場合
、光源が消灯するように照明部２９を制御してもよい。
【０１３４】
　フレーム期間において第１の走査（１回目の走査）と第２の走査（２回目の走査）とが
行われてもよい。制御部４７は、第１の走査におけるスキャン領域と、第２の走査におけ
るスキャン領域との各々を撮像素子２８に設定してもよい。光量検出部２８ａは、複数行
の少なくとも１つに配置された画素５４であってもよい。光量検出部２８ａを構成する画
素５４は、第１の走査におけるスキャン領域を構成してもよい。制御部４７は、光量検出
部２８ａによって検出された光量が所定量未満である場合、第２の走査におけるスキャン
領域の少なくとも一部に配置された画素５４の露光期間の少なくとも一部が重なるように
撮像素子２８を制御してもよい（図１２）。
【０１３５】
　撮像領域に配置された全ての画素５４は、第２の走査におけるスキャン領域を構成して
もよい。
【０１３６】
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　制御部４７は、第１の走査におけるスキャン領域の画素５４の露光時間を第１の時間（
ΔＴｅ３）に設定してもよい。制御部４７は、光量検出部２８ａによって検出された光量
が所定量未満である場合、第２の走査におけるスキャン領域の画素５４の露光時間を第１
の時間よりも長い第２の時間（ΔＴｅ４）に設定してもよい（図１２）。
【０１３７】
　照明制御部４６は、光量検出部２８ａによって検出された光量が所定量以上である場合
、第２の走査において光源が消灯するように照明部２９を制御してもよい。制御部４７は
、第２の走査において、撮像領域に配置された一部の列の画素５４のみから撮像信号が読
み出されるように撮像素子２８を制御してもよい。
【０１３８】
　制御部４７は、光量検出部２８ａによって検出された光量が所定量未満である場合、第
２の走査におけるスキャン領域の画素５４の露光時間を第１の時間（ΔＴｅ４）に設定し
てもよい。制御部４７は、光量検出部２８ａによって検出された光量が所定量以上である
場合、第２の走査におけるスキャン領域の画素５４の露光時間を第１の時間よりも短い第
２の時間（ΔＴｅ２）に設定してもよい。照明制御部４６は、光量検出部２８ａによって
検出された光量が所定量以上である場合、第２の走査において光源が消灯するように照明
部２９を制御してもよい（図１２、図１３）。
【０１３９】
　第１の実施形態では、制御部４７は、光量検出部２８ａによって検出された光量が所定
量以下である場合、スキャン領域の少なくとも一部に配置された画素５４の露光期間の少
なくとも一部が重なるように撮像素子２８を制御する。照明制御部４６は、光量検出部２
８ａによって検出された光量が所定量以下である場合、スキャン領域の少なくとも一部に
配置された画素５４の露光期間の少なくとも一部が重なる期間に光源が点灯するように照
明部２９を制御する。このため、内視鏡装置１は、被写体の歪みが低減された画像を取得
することができる。
【０１４０】
　光量検出部２８ａによって検出された光量が所定量未満である場合、照明部２９を消灯
させることによって、内視鏡装置１は、画像における白飛びの発生を低減させることがで
きる。また、内視鏡装置１は、消費電力を低減させることができる。
【０１４１】
　制御部４７は、撮像領域の一部のみにスキャン領域を設定してもよい。これによって、
撮像信号の読み出しに必要なＣＰＵ１８の処理負荷が低減する。
【０１４２】
　（第２の実施形態）
　本発明の第２の実施形態では、図３に示す内視鏡装置１の構成が、図１４に示す内視鏡
装置１ａの構成に変更される。図１４は、内視鏡装置１ａの主要な機能に関する構成を示
している。図１４に示すように、内視鏡装置１ａは、モニタ４（表示部）と、操作部６と
、光量検出部２７と、撮像素子２８（撮像部）と、ＬＥＤ２９ａと、ＬＥＤ２９ｂと、映
像信号生成部４１と、操作検出部４２と、グラフィック画像生成部４３と、計測処理部４
４と、照明制御部４６と、制御部４７（撮像制御部）と、ＬＥＤ駆動部４８ａと、ＬＥＤ
駆動部４８ｂと、信号合成部４９とを有する。
【０１４３】
　図１４に示す構成について、図３に示す構成と異なる点を説明する。内視鏡装置１ａに
おいて、光量検出部２７は、撮像素子２８とは独立して設けられたデバイスである。例え
ば、光量検出部２７は、光検出器である。光量検出部２７は、先端部２１に配置される。
光量検出部２７は、撮像素子２８の近傍に配置される。光量検出部２７は、撮像素子２８
と接触してもよい。光量検出部２７は、撮像素子２８の表面に配置されてもよい。光量検
出部２７は、撮像素子２８が配置された場所の光量を検出する。上記以外の点については
、図１４に示す構成は図３に示す構成と同様である。
【０１４４】
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　第２の実施形態における内視鏡装置１ａの動作は、第１の実施形態における内視鏡装置
１の動作と同様である。このため、内視鏡装置１ａの動作についての説明を省略する。
【０１４５】
　第２の実施形態では第１の実施形態と同様に、内視鏡装置１ａは、被写体の歪みが低減
された画像を取得することができる。
【０１４６】
　以上、本発明の好ましい実施形態を説明したが、本発明はこれら実施形態およびその変
形例に限定されることはない。本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、構成の付加、省略、置
換、およびその他の変更が可能である。また、本発明は前述した説明によって限定される
ことはなく、添付のクレームの範囲によってのみ限定される。
【産業上の利用可能性】
【０１４７】
　本発明の各実施形態によれば、被写体の歪みが低減された画像を取得することができる
。
【符号の説明】
【０１４８】
　１，１ａ　内視鏡装置
　２　内視鏡
　３　装置本体
　４　モニタ
　５　筐体
　６　操作部
　８　内視鏡ユニット
　９　ＣＣＵ
　１０　制御ユニット
　１２　映像信号処理回路
　１３　ＲＯＭ
　１４　ＲＡＭ
　１５　カードインタフェース
　１６　外部機器インタフェース
　１７　制御インタフェース
　１８　ＣＰＵ
　２０　挿入部
　２１　先端部
　２２　湾曲部
　２３　可撓管部
　２７，２８ａ　光量検出部
　２８　撮像素子
　２９　照明部
　２９ａ，２９ｂ　ＬＥＤ
　４１　映像信号生成部
　４２　操作検出部
　４３　グラフィック画像生成部
　４４　計測処理部
　４６　照明制御部
　４７　制御部
　４８ａ，４８ｂ　ＬＥＤ駆動部
　４９　信号合成部
　５０　画素部
　５１　垂直走査部
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　５２　信号処理部
　５３　水平走査部
　５４　画素
　５５　信号処理回路
　６０　光電変換部
　６１　電荷転送部
　６２　電荷蓄積部
　６３　リセット部
　６４　増幅部
　６５　出力部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(25) JP WO2017/065057 A1 2017.4.20

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月13日(2018.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像し、撮像信号を生成する撮像部と、
　前記撮像信号から映像信号を生成する映像信号生成部と、
　前記被写体に照射される照明光を発生する光源を有する照明部と、
　前記撮像部が配置された場所の光量を検出する光量検出部と、
　前記撮像部を制御する撮像制御部と、
　前記照明部を制御する照明制御部と、
　を有し、
　前記撮像部は、行列状に配置された複数の画素を有し、
　前記複数の画素が配置された撮像領域は、スキャン領域を含み、
　前記スキャン領域において各々の行の前記画素の少なくとも一部から前記撮像信号が読
み出され、
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が所定量未満である場
合、前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された前記画素の露光期間の少なくとも一
部が重なるように前記撮像部を制御し、
　前記照明制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満であ
る場合、前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された前記画素の前記露光期間の少な
くとも一部が重なる期間に前記光源が点灯するように前記照明部を制御し、
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上であ
る場合、前記画素の前記露光期間の長さである露光時間を第１の時間よりも短い第２の時
間に設定し、
　前記画素の前記露光時間が前記第２の時間に設定された後、前記撮像制御部は、前記光
量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満である場合、前記画素の前記
露光時間を前記第１の時間に設定する
　内視鏡装置。
【請求項２】
　前記光量検出部は、前記複数の画素の少なくとも一部である請求項１に記載の内視鏡装
置。
【請求項３】
　前記光量検出部は、前記撮像部とは独立して設けられたデバイスである請求項１に記載
の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記撮像制御部は、前記光量検出部を構成する各画素から読み出された前記撮像信号に
対応する映像信号の信号値の合計を前記所定量と比較する請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上であ
る場合、前記画素の前記露光時間を前記光量に応じた前記第２の時間に設定する請求項１
に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記撮像制御部は、第１のフレーム期間において前記光量検出部によって検出された前
記光量が前記所定量未満である場合、第２のフレーム期間において、前記スキャン領域の
少なくとも一部に配置された前記画素の前記露光期間の少なくとも一部が重なるように前
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記撮像部を制御し、
　前記第１のフレーム期間と前記第２のフレーム期間とは、連続するフレーム期間である
　請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記照明制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上であ
る場合、前記光源が消灯するように前記照明部を制御する請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項８】
　フレーム期間において第１の走査と第２の走査とが行われ、
　前記撮像制御部は、前記第１の走査における前記スキャン領域と、前記第２の走査にお
ける前記スキャン領域との各々を前記撮像部に設定し、
　前記光量検出部は、複数行の少なくとも１つに配置された前記画素であり、
　前記光量検出部を構成する前記画素は、前記第１の走査における前記スキャン領域を構
成し、
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満であ
る場合、前記第２の走査における前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された前記画
素の前記露光期間の少なくとも一部が重なるように前記撮像部を制御する
　請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項９】
　前記撮像領域に配置された全ての前記画素は、前記第２の走査における前記スキャン領
域を構成する請求項８に記載の内視鏡装置。
【請求項１０】
　前記撮像制御部は、前記第１の走査における前記スキャン領域の前記画素の前記露光時
間を第３の時間に設定し、
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満であ
る場合、前記第２の走査における前記スキャン領域の前記画素の前記露光時間を前記第３
の時間よりも長い前記第１の時間に設定する
　請求項８に記載の内視鏡装置。
【請求項１１】
　前記照明制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上であ
る場合、前記第２の走査において前記光源が消灯するように前記照明部を制御し、
　前記撮像制御部は、前記第２の走査において、前記撮像領域に配置された一部の列の前
記画素のみから前記撮像信号が読み出されるように前記撮像部を制御する
　請求項９に記載の内視鏡装置。
【請求項１２】
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満であ
る場合、前記第２の走査における前記スキャン領域の前記画素の前記露光時間を前記第１
の時間に設定し、
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上であ
る場合、前記第２の走査における前記スキャン領域の前記画素の前記露光時間を前記第２
の時間に設定し、
　前記照明制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上であ
る場合、前記第２の走査において前記光源が消灯するように前記照明部を制御する
　請求項８に記載の内視鏡装置。
【請求項１３】
　第１のステップ、第２のステップ、第３のステップ、および第４のステップを有する内
視鏡装置の作動方法であって、
　前記内視鏡装置は、
　被写体を撮像し、撮像信号を生成する撮像部と、
　前記撮像信号から映像信号を生成する映像信号生成部と、
　前記被写体に照射される照明光を発生する光源を有する照明部と、
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　前記撮像部が配置された場所の光量を検出する光量検出部と、
　前記撮像部を制御する撮像制御部と、
　前記照明部を制御する照明制御部と、
　を有し、
　前記撮像部は、行列状に配置された複数の画素を有し、
　前記複数の画素が配置された撮像領域は、スキャン領域を含み、
　前記スキャン領域において各々の行の前記画素の少なくとも一部から前記撮像信号が読
み出され、
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が所定量未満である場
合、前記第１のステップにおいて、前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された前記
画素の露光期間の少なくとも一部が重なるように前記撮像部を制御し、
　前記照明制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満であ
る場合、前記第２のステップにおいて、前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された
前記画素の前記露光期間の少なくとも一部が重なる期間に前記光源が点灯するように前記
照明部を制御し、
　前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上であ
る場合、前記第３のステップにおいて、前記画素の前記露光期間の長さである露光時間を
第１の時間よりも短い第２の時間に設定し、
　前記画素の前記露光時間が前記第２の時間に設定された後、前記撮像制御部は、前記光
量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満である場合、前記第４のステップ
において、前記画素の前記露光時間を前記第１の時間に設定する
　内視鏡装置の作動方法。
【請求項１４】
　内視鏡装置のプロセッサに、第１のステップ、第２のステップ、第３のステップ、およ
び第４のステップを実行させるためのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な
記録媒体であって、
　前記内視鏡装置は、
　被写体を撮像し、撮像信号を生成する撮像部と、
　前記撮像信号から映像信号を生成する映像信号生成部と、
　前記被写体に照射される照明光を発生する光源を有する照明部と、
　前記撮像部が配置された場所の光量を検出する光量検出部と、
　前記撮像部と前記照明部とを制御する前記プロセッサと、
　を有し、
　前記撮像部は、行列状に配置された複数の画素を有し、
　前記複数の画素が配置された撮像領域は、スキャン領域を含み、
　前記スキャン領域において各々の行の前記画素の少なくとも一部から前記撮像信号が読
み出され、
　前記プロセッサは、前記光量検出部によって検出された前記光量が所定量未満である場
合、前記第１のステップにおいて、前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された前記
画素の露光期間の少なくとも一部が重なるように前記撮像部を制御し、
　前記プロセッサは、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満であ
る場合、前記第２のステップにおいて、前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された
前記画素の前記露光期間の少なくとも一部が重なる期間に前記光源が点灯するように前記
照明部を制御し、
　前記プロセッサは、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上であ
る場合、前記第３のステップにおいて、前記画素の前記露光期間の長さである露光時間を
第１の時間よりも短い第２の時間に設定し、
　前記画素の前記露光時間が前記第２の時間に設定された後、前記プロセッサは、前記光
量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満である場合、前記第４のステップ
において、前記画素の前記露光時間を前記第１の時間に設定する
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　記録媒体。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置、内視鏡装置の作動方法、および記録媒体に関する。
　本願は、２０１５年１０月１６日に日本に出願された特願２０１５－２０４４９６号に
基づき優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記の事情に鑑み、本発明は、被写体の歪みが低減された画像を取得することができる
内視鏡装置、内視鏡装置の作動方法、および記録媒体を提供する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の第１の態様によれば、内視鏡装置は、撮像部と、映像信号生成部と、照明部と
、光量検出部と、撮像制御部と、照明制御部とを有する。前記撮像部は、被写体を撮像し
、撮像信号を生成する。前記映像信号生成部は、前記撮像信号から映像信号を生成する。
前記照明部は、前記被写体に照射される照明光を発生する光源を有する。前記光量検出部
は、前記撮像部が配置された場所の光量を検出する。前記撮像制御部は、前記撮像部を制
御する。前記照明制御部は、前記照明部を制御する。前記撮像部は、行列状に配置された
複数の画素を有する。前記複数の画素が配置された撮像領域は、スキャン領域を含む。前
記スキャン領域において各々の行の前記画素の少なくとも一部から前記撮像信号が読み出
される。前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が所定量未満で
ある場合、前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された前記画素の露光期間の少なく
とも一部が重なるように前記撮像部を制御する。前記照明制御部は、前記光量検出部によ
って検出された前記光量が前記所定量未満である場合、前記スキャン領域の少なくとも一
部に配置された前記画素の前記露光期間の少なくとも一部が重なる期間に前記光源が点灯
するように前記照明部を制御する。前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出され
た前記光量が前記所定量以上である場合、前記画素の前記露光期間の長さである露光時間
を第１の時間よりも短い第２の時間に設定する。前記画素の前記露光時間が前記第２の時
間に設定された後、前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前
記所定量未満である場合、前記画素の前記露光時間を前記第１の時間に設定する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の第４の態様によれば、第２の態様において、前記撮像制御部は、前記光量検出
部を構成する各画素から読み出された前記撮像信号に対応する映像信号の信号値の合計を
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前記所定量と比較してもよい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の第５の態様によれば、第１の態様において、前記撮像制御部は、前記光量検出
部によって検出された前記光量が前記所定量以上である場合、前記画素の前記露光時間を
前記光量に応じた前記第２の時間に設定してもよい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の第６の態様によれば、第１の態様において、前記撮像制御部は、第１のフレー
ム期間において前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満である場合
、第２のフレーム期間において、前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された前記画
素の前記露光期間の少なくとも一部が重なるように前記撮像部を制御してもよい。前記第
１のフレーム期間と前記第２のフレーム期間とは、連続するフレーム期間であってもよい
。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の第８の態様によれば、第１の態様において、フレーム期間において第１の走査
と第２の走査とが行われてもよい。前記撮像制御部は、前記第１の走査における前記スキ
ャン領域と、前記第２の走査における前記スキャン領域との各々を前記撮像部に設定して
もよい。前記光量検出部は、複数行の少なくとも１つに配置された前記画素であってもよ
い。前記光量検出部を構成する前記画素は、前記第１の走査における前記スキャン領域を
構成してもよい。前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記
所定量未満である場合、前記第２の走査における前記スキャン領域の少なくとも一部に配
置された前記画素の前記露光期間の少なくとも一部が重なるように前記撮像部を制御して
もよい。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の第９の態様によれば、第８の態様において、前記撮像領域に配置された全ての
前記画素は、前記第２の走査における前記スキャン領域を構成してもよい。
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【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明の第１０の態様によれば、第８の態様において、前記撮像制御部は、前記第１の
走査における前記スキャン領域の前記画素の前記露光時間を第３の時間に設定してもよい
。前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満であ
る場合、前記第２の走査における前記スキャン領域の前記画素の前記露光時間を前記第３
の時間よりも長い前記第１の時間に設定してもよい。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明の第１１の態様によれば、第９の態様において、前記照明制御部は、前記光量検
出部によって検出された前記光量が前記所定量以上である場合、前記第２の走査において
前記光源が消灯するように前記照明部を制御してもよい。前記撮像制御部は、前記第２の
走査において、前記撮像領域に配置された一部の列の前記画素のみから前記撮像信号が読
み出されるように前記撮像部を制御してもよい。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明の第１２の態様によれば、第８の態様において、前記撮像制御部は、前記光量検
出部によって検出された前記光量が前記所定量未満である場合、前記第２の走査における
前記スキャン領域の前記画素の前記露光時間を前記第１の時間に設定してもよい。前記撮
像制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上である場合、
前記第２の走査における前記スキャン領域の前記画素の前記露光時間を前記第２の時間に
設定してもよい。前記照明制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記
所定量以上である場合、前記第２の走査において前記光源が消灯するように前記照明部を
制御してもよい。
　本発明の第１３の態様によれば、内視鏡装置の作動方法は、第１のステップ、第２のス
テップ、第３のステップ、および第４のステップを有する。前記内視鏡装置は、撮像部と
、映像信号生成部と、照明部と、光量検出部と、撮像制御部と、照明制御部とを有する。
前記撮像部は、被写体を撮像し、撮像信号を生成する。前記映像信号生成部は、前記撮像
信号から映像信号を生成する。前記照明部は、前記被写体に照射される照明光を発生する
光源を有する。前記光量検出部は、前記撮像部が配置された場所の光量を検出する。前記
撮像制御部は、前記撮像部を制御する。前記照明制御部は、前記照明部を制御する。前記
撮像部は、行列状に配置された複数の画素を有する。前記複数の画素が配置された撮像領
域は、スキャン領域を含む。前記スキャン領域において各々の行の前記画素の少なくとも
一部から前記撮像信号が読み出される。前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出
された前記光量が所定量未満である場合、前記第１のステップにおいて、前記スキャン領
域の少なくとも一部に配置された前記画素の露光期間の少なくとも一部が重なるように前
記撮像部を制御する。前記照明制御部は、前記光量検出部によって検出された前記光量が
前記所定量未満である場合、前記第２のステップにおいて、前記スキャン領域の少なくと
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も一部に配置された前記画素の前記露光期間の少なくとも一部が重なる期間に前記光源が
点灯するように前記照明部を制御する。前記撮像制御部は、前記光量検出部によって検出
された前記光量が前記所定量以上である場合、前記第３のステップにおいて、前記画素の
前記露光期間の長さである露光時間を第１の時間よりも短い第２の時間に設定する。前記
画素の前記露光時間が前記第２の時間に設定された後、前記撮像制御部は、前記光量検出
部によって検出された前記光量が前記所定量未満である場合、前記第４のステップにおい
て、前記画素の前記露光時間を前記第１の時間に設定する。
　本発明の第１４の態様によれば、内視鏡装置のプロセッサに、第１のステップ、第２の
ステップ、第３のステップ、および第４のステップを実行させるためのプログラムを記録
したコンピュータ読み取り可能な記録媒体が提供される。前記内視鏡装置は、撮像部と、
映像信号生成部と、照明部と、光量検出部と、前記プロセッサとを有する。前記撮像部は
、被写体を撮像し、撮像信号を生成する。前記映像信号生成部は、前記撮像信号から映像
信号を生成する。前記照明部は、前記被写体に照射される照明光を発生する光源を有する
。前記光量検出部は、前記撮像部が配置された場所の光量を検出する。前記プロセッサは
、前記撮像部と前記照明部とを制御する。前記撮像部は、行列状に配置された複数の画素
を有する。前記複数の画素が配置された撮像領域は、スキャン領域を含む。前記スキャン
領域において各々の行の前記画素の少なくとも一部から前記撮像信号が読み出される。前
記プロセッサは、前記光量検出部によって検出された前記光量が所定量未満である場合、
前記第１のステップにおいて、前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された前記画素
の露光期間の少なくとも一部が重なるように前記撮像部を制御する。前記プロセッサは、
前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量未満である場合、前記第２のス
テップにおいて、前記スキャン領域の少なくとも一部に配置された前記画素の前記露光期
間の少なくとも一部が重なる期間に前記光源が点灯するように前記照明部を制御する。前
記プロセッサは、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定量以上である場
合、前記第３のステップにおいて、前記画素の前記露光期間の長さである露光時間を第１
の時間よりも短い第２の時間に設定する。前記画素の前記露光時間が前記第２の時間に設
定された後、前記プロセッサは、前記光量検出部によって検出された前記光量が前記所定
量未満である場合、前記第４のステップにおいて、前記画素の前記露光時間を前記第１の
時間に設定する。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３６】
　制御部４７は、第１の走査におけるスキャン領域の画素５４の露光時間を第３の時間（
ΔＴｅ３）に設定してもよい。制御部４７は、光量検出部２８ａによって検出された光量
が所定量未満である場合、第２の走査におけるスキャン領域の画素５４の露光時間を第３
の時間よりも長い第１の時間（ΔＴｅ４）に設定してもよい（図１２）。
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